
筑
紫
（
九
州
）
の
萬
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
一
回
）

「
木
綿

ゆ

ふ

間
山

ま

や

ま

」

～
宗
像
四
塚

む
な
か
た
よ
つ
つ
か

連
山

れ
ん
ざ
ん

「
湯
川
山

ゆ
か
わ
や
ま

」
～

よ
し
え
や
し

恋
ひ
じ
と
す
れ
ど

木
綿

ゆ

ふ

間
山

ま

や

ま

越
え
に
し

君
が
思
ほ

ゆ
ら
く
に 

 
 

巻
十
二
―
３
１
９
１

作
者
：
未

詳

（
解

説
）
も
う
あ
き
ら
め
て
、
慕
う
ま
い
と
す
る
け
れ
ど
、
木
綿
間
山
を
越
え
て
い
っ
た
わ
が
君

が
思
い
だ
さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

・「
よ
し
え
や
し
」
は
思
い
切
る
決
意
を
あ
ら
わ
す
意
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
「
別
れ
を
悲
し
ぶ
る
歌
」
の
一
首
で
あ
る
。

・
こ
の
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
木
綿
間
山
」
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
一
つ
と
し
て
九
州
に
は
次
の
説
が
あ
る
。

・
江
戸
時
代
前
期
の
福
岡
藩
の
儒
学
者
だ
っ
た
貝
原
益
軒
が
元
禄
十
六
（
１
７
０
３
）
年
に
著
し
た

「
筑
前
国
続
風
土
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

・「
初
ノ
浦
（
今
の
福
岡
県
遠
賀
郡

お
ん
が
ぐ
ん

岡
垣
町

お
か
が
き
ち
ょ
う

大
字
波
津
＝
湯
川
初
浦
）
の
西
の
高
き
山
を
【
湯
川
山
】

と
云
。
宗
像
郡
鐘
崎
（
現
・
福
岡
県
宗
像
市
鐘
崎
）
と
の
境
也
。
此
山
の
谷
に
む
か
し
温
泉
有
。

此
山
を
【
ゆ
わ
う
丸
山
と
も
云
。】
是
「
木
綿
間
山
】
を
よ
こ
な
ま
り
て
云
か
。
木
綿
間
山
は
万

葉
の
歌
に
よ
み
た
る
名
所
也
。【
湯
川
山
】
は
遠
賀
郡
に
属
せ
り
・
・
・
」
と
記
さ
れ
る
。



・「
湯
川
山
」
は
福
岡
市
と
北
九
州
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
玄
界
灘
と
響
灘
に
面
し
西
に
「
福
岡

県
宗
像
市
」
東
に
「
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
」
と
の
境
界
を
作
る
南
北
に
連
な
る
山
の
一
つ
で
あ
る
。

・
最
も
南
域
の
城

山

じ
ょ
う
や
ま

（
標
高
３
６
９
ｍ
）
か
ら
金
山

か
な
や
ま

（
３
１
７
ｍ
）・
孔こ

大
寺
山

だ
い
し
や
ま

（
４
９
９
ｍ
）・

湯
川
山
（
４
７
１
ｍ
）
と
連
な
る
四
つ
の
山
が
「
宗
像
四

む
な
か
た
よ
つ

塚つ
か

連
山

れ
ん
ざ
ん

」
や
「
岡
垣

お
か
が
き

四
つ
山
」
と
古
く
か

ら
呼
び
親
し
ま
れ
て
い
る
。
湯
川
山
は
そ
の
連
山
の
一
番
北
端
に
位
置
し
唯
一
、
海
に
面
し
て
い
る

山
で
あ
る
。
北
面
は
玄
界
灘
に
面
し
、
そ
の
斜
面
に
は
古
代
の
朝
鮮
式
山
城
跡
や
牧
場
跡
、
水
門
跡

な
ど
が
見
ら
れ
多
く
の
伝
説
や
ロ
マ
ン
豊
か
な
山
で
あ
る
。

・
宗
像
四
塚
連
山
の
北
の
端
に
あ
る
「
湯
川
山
」
と
南
隣
に
つ
な
が
る
「
孔
大
寺
山
」
の
間
に
あ
る



垂
見
峠
は
筑
前
続
風
土
記
に
は
「
宗
像
郡
（
現
・
宗
像
市
）
よ
り
遠
賀
郡
内
浦
（
現
・
遠
賀
郡
岡
垣
・

内
浦
）
に
出
る
嶺
な
り
。
い
に
し
へ
都
へ
往
還
の
道
な
り
し
と
云
。」
と
あ
り
、
古
代
に
大
宰
府
と

奈
良
の
京
を
結
ぶ
官
道
【
西
海
道
大
宰
府
路
】
は
宗
像
郡
か
ら
、
こ
の
峠
を
越
え
て
遠
賀
郡
岡
垣
に

至
っ
た
と
道
と
推
定
さ
れ
る
。
大
宰
府
の
官
人
た
ち
な
ど
の
旅
人
も
都
へ
往
還
な
ど
す
る
際
に
は
こ

の
垂
見
峠
を
越
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
万
葉
歌
も
こ
の
辺
り
で
別
れ
た
恋
人
な
ど
を
思
い
だ

し
詠
わ
れ
た
歌
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

・
垂
見
峠
に
は
、
現
在
、
福
岡
市
（
東
区
）
か
ら
北
九
州
市
（
若
松
区
）
に
至
る
国
道
４
９
５
号
線

が
東
西
に
走
っ
て
い
る
。

（
写
生
地
）
湯
川
山
の
西
麓
に
は
、
古
代
、
中
央
政
府
と
地
方
の
連
絡
路
と
し
て
作
ら
れ
た
官
道
「
西



海
道
大
宰
府
路
」
を
官
使
の
公
用
で
往
来
す
る
に
当
っ
て
、
宿
泊
や
給
食
を
提
供
す
る
場
所
で
あ

る
「
駅
家

う

ま

や

・
津つ

日ひ

駅
」
が
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。
こ
の
駅
家
跡
と
推
定
さ
れ
る
湯
川
山
・
西
麓

に
あ
る
宗
像
郡
上こ

う

八

村

じ
ょ
う
む
ら

（
現
・
宗
像
市
上
八
の
一
帯
）
集
落
と
背
景
に
遠
く
に
そ
び
え
る
「
湯

川
山
（
木
綿
間
山
と
も
呼
ぶ
）
を
描
く
。（
杏

花
）

（
位
置
図
）

（
交
通
機
関
）
西
鉄
バ
ス
で
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
「
東
郷
駅
前
」
又
は
「
赤
間
駅
前
」
→
「
元
末

も
と
う
ら

で
下

車
す
ぐ
。

（
参
考
文
献
）
貝
原
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軒
著
「
筑
前
国
続
風
土
記
」
、
。「
新
岡
垣
風
土
記
」
木
下
良
著
「
日
本
古
代
の
道
と
駅
な
ど


